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 ,｢個人的要因｣(5項目)からなる 3種類の教師の職業ス トレッサ




























ス トレッサ一に関する調査｣により得られた 7 部
て類型化し,説明変数の予測可能性や各類型の属性 の小 ･中学校教師の回答をもとに検討を行うことと
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Fugure.1.小学校教師の職業ストレッサ一･バーンアウト過程モデル 
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中学校 25校 ,計 1200名の教師に質問紙を配布する
こととした｡回答に不備があるものと管理職,非常
勤講師,養護教諭などの回答を取 り除き710部を有







































































や宗像 ･椎谷 (1988),大阪教育文化セ ンター 




バーンアウ トの測定 :田尾 ･久保 (1996)の日本
語版バーンアウト尺度 (MBI)を教師向けに改定し
た伊藤 (2000)の 17項目からなる尺度を採庸した｡
以上より構成される合計 81項 目に加えて性別 
(男性 ･女性),年代 (20代 ･30代 ･40代 ･50代),
学校種別 (小学校 ･中学校),校務分掌 (教諭 "担
任あり' ･教諭 担`任なし" ･教諭 "学年主任 ･教
務主任 " ･教諭 "生徒指導主事 " ･養護教諭 ･非常
勤講師 ･管理職)からなる属性を尋ねた｡ 
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しくはストレス反応が高い状態ほど得点が正の値に の要因｣と ｢職務自体の要因｣,｢個人的要因｣の 3
なるように調整を行う｡そのため,バーンアウト尺 つの要因を得点として投入することとした｡そのた
め,3要因の構成項目の平均値を代表値として扱う度では田尾 ･久保(199 のあげる ｢)6 達成感の後退｣
にあたる 6つの質問項目を逆転項目として扱った｡ こととした｡
l1e.Tba どおりに 3因なお,構成概念の表記を見やすくするため以下の分 ｢バーンアウト｣については 
析では各ストレッサ一要因およびバーンアウト尺度 子の各構成項目の平均値を代表値として扱った｡ 
からなる構成要因は ｢｣で,下位尺度と位置づけら 2)小 ･中学校教師ごとのクラスター分析によ
れる因子については<>で示すこととする｡	 る菜頁型化の検討
次いで,構造を検討するため ｢職場環境の要因｣, 性別が不明な教師 1名を取り除き,小学校教師 
(
｢職務自体の要因｣,｢個人的要因｣さらに ｢バーン 149名 417(男性 :17名,女性 :3
623
名)と,中学校
(男性 :1 名 :女性 8名)それぞれに81教師2 名 
要因において因子分析 (最尤解,プロマックス回転) おいてQ技法によるクラスター分析を行うこととし




子負荷量,クロンバックの α信頼係数を示したもの 学校が 4つのクラスターが示された.各クラスター




潜在変数 観測変数 項 目内 容 , 尺度 平 均 得 点 (SD),α信頼係数
児jE.生徒と何も話したくなくなることがある○同僚や児童 .生徒のB貞を見るのも嫌になることがある○仕事の結果はとうでもよいと思
消 耗 感 うことがある○｢こんな仕事もうやめたい｣と思うことがある○出勤節.牧場に出るのが嫌になって案にいたいと思うことがある○こま
ごまと気配りすることが面倒に感じることがあるo (以上8項目) 7.)705.(721. .0 7
バーンアウ ト 情 緒 的 今の仕事は ｢私にとってあまり意味のないこと｣と感じることがある○自分の仕事がつまらなく思えてしかたがないことがある○同僚や
することがある○この仕事は私の性分に合っていると思うことがある.仕事を終えて,r今日は気持ちのよい日だった｣と思うことがあ
達 成 感 の後退 7)705.24.仕事が楽しくて知らないうちに時間が過ぎてしまうことがある.今の仕手に心から喜びを感じることがあるo我を忘れるほど仕事に熱中るo｢我ながら.仕事を上手くこなしている｣と思うことがある○ 以上 6逆転項目) 0( .0 3( _ 







業 で対応することの負担が職 務 の	 童 .生徒にべきものを細かく指溝することの負担が大きいo例えば予3(会計など様々な事棟作業や自らの専門外の仕事など細かな役割に応じること
負 担 の負担が大きい○必要性を感じにくい研修や研究指定を受けることなどで忙しさが増すことの負担が大きいO .地域巡回や通学区の交通
7,)5.1_ 指斗に時間を取られることの負担が大きいO (以上 9項目)3 3(0 1,0 7
職 務 自体 の要因 動 機 づ けの 児童 .生徒が学校外で起こした問題に対応することの負担が大きい○教師や学校の側からすれば.一方的と感じるような保謙者や地域か
i .生徒の学習指斗でコミュニケーションや細かな指叫を充実させることが困紫であるo学習指斗以外の日常的な児i .生徒とのコミユ
職 務 の 学根や児i会 .生徒会などの経営を通して児jE.生徒に つてのまとまりのある (居心地のよい)集団作りを行うことがEfl椎であるC児ニケ-シヨンを確保することが困難であるo家庭や地域と揺する機会をもうけて.協力しあえるJ:うな関係や環境つくりを行うことが困
実施困難 難である○児jE.生徒が.下の学校から進学してきたり,学年があがったり.上の学校に進学する際に必要な指斗を適切に行うことが圏
難である○学校現場の様々な期待や課漁に対応できるように自主的に研修や能力向上の横会に取り組t;ことが吊束であるo児i .生徒の





04.24.1朝なしで仕事をしなければならないことが多い○ (以上1項目) 0( 7.)9.0 3
職 場 端 境 の 役割葛藤 から過剰に期待や要求をされることが多い.上司 (校長 .教頭 .主任 .主事の先生方)から過剰 期待や要求をされること 多いC同僚 との 同僚や上司に誤解を受けることが多いo同僚や上司から十めら C同僚や上司と対立することが多いo同億や上司が無★任な行動をすることが多い○同僚から自分の仕事について干渉されることが多い.職場の中で上下関係についてとても気にしなければなら
要因 関係 ないことが多い○同僚とうまくコミュニケーションを取れないことが多いO同僚の愚痴や不満を聞いたり.慰めたりしなければならない




べきこと｣がはっきりしている○他の先生と仕+上の調整や分担がうまくいっているo自分のやっていることが.どういったことに役に組織風土 自分の学校や学年では.計画したことが能率よくこなすことができ.働きやすいO自分の学校や学年では.目標や方針といった ｢今やる立っているのかはっきりしている.鞍鳩では.色々な意見が出て納得のいく決定がなされている○自分の仕事や役割 .校稚分掌の処理を
7_)5024.するのに充分な人手があるo (以上 6逆転項目) 3(.1,0 7
評価懸念 同軌 こ対し劣等感を抱くことが多い○周りと比べて自分の能力不足を感じることが多い○同僚や上司が自分のことをどう思っているのか気になることが多いo 7.)606.(122.(以上 3項目) .0 2
問詰 06.23.を取られるO (以上 3項目) 6( 6.)8.0 4 
個 人 的要因 個 人 .家 庭 の 最近.自分の健康が気になるo家族や家庭について最近気になることや忙しいことが多い○家庭では家族の病気の世話や介誰などに時間
-63-1
教師の職業ストレッサ一における職場環境の要因と職務自体の要因がバーンアウトに与える影響の検討
小学校の 3つのクラスターの特徴は基本的に ｢職 中学校の 4つのクラスターの特徴についてはいず
場環境の要因｣の得点が一貫して低 く ｢職務自体の れも一貫して ｢職務自体の要因｣が高く,｢職場環
要因｣と ｢個人的要因｣の大小により区別がなされ 境の要因｣と ｢個人的要因｣の大小により区別がな
ていた｡ されていた｡
クラスター 1 ( クラスター 1 (6名)は
低 く ｢個人的要因｣が高いため ｢低職業ス トレッサ 低く ｢個人的要因｣が高い ｢低職場環境 ･高個人的
7291 名)は ｢職務自体の要因｣が ｢職場環境の要因｣が
-型｣といえよう ｡i 3)gureF( 要因｣型といえる igureF( 6)｡
職務環境 
3.5





高く ｢個人的要因｣が低いため ｢職務ス トレッサ- ｢個人的要因｣も低い ｢低職場環境 ･低個人的要因｣
(F e4 ｡)igur







クラスター 3 (134名)は ｢職務自体の要因｣も クラスター 3 (46名)は ｢職場環境の要因｣も
｢個人的要因｣も高いため ｢高職業ストレッサ-型｣ ｢個人的要因｣も高い ｢高職場環境 ･高個人的要因｣
といえよう ( e5 (F e8 ｡｡ 型といえる 
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田中 宏二 ･高木 亮
｢職場環境の要因｣が 1･2とクラスター 4,ついでクラスタ-3の 3段クラスター 4 (4名)は
高く ｢個人的要因｣が低い ｢高職場環境 ･低個人的 階で有意に得点が高 くなっていることが示され































































































バ ンーアウト 情緒的消粍感達成感の後退 

















｢バーンアウト｣への予測性についていえば小学 明がなされている (例えば, krenFrone.& Ma , 
2000) さらに,これらの｡校は一貫した結果が得られなかったといえる｡ 例え 1997; wa &Ma ,krsczGrz
ば小学校のクラスター 2 (





















































整効果に敏感であり (高木 ･田中, 2003),特に,
｢職場環境の要因｣が悪化 した際に ｢個人的要因｣
は急激にストレッサ -としての影響力が高まる効果


























このことについては職業ストレッサ-と私生活の られるといえる｡ そのため中学校教師の ｢個人的要
ストレッサ-がストレス反応に至る過程を検討した 因｣の適正な負荷の量を模索することが当面の課題 
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橋本剛 1 7大学生における対人ス トレスイベント









分類の試み 社会心理学研究 1 , 6




が職員室にいる時間が減るだけで学級運営を中心 稲葉昭英 ソーシャルサポー トの理論モデル8199
とした仕事には差し障りがないとするエピソー ド 松井豊 ･浦光博編 入を支える心の科学 誠信書
が多い｡これは教科担任 ･学年経営制を基軸とす 屠 5.71-251
小学校の制度的な差といえよう｡ -8
4









伊藤忠弘 2007 自己 ･他者志向的動機の調整 ･統 デルの比較を中心に一 日本教育経営学会紀要 
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アウトの関係を中心に- 教育心理学研究国立教育研究所教育経営研究部編 平成 
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研究所. トレッサ一における職場環境の要因と職務自体の























 竹内朋香 ･犬山牧 ･石原金由 ･福田一彦 2000 大
988 中学校教師の燃えつき
状態の心理社会的背景 土居健郎監修 燃えつき ンの分類 教育心理学研究 
1















 田中宏二 ･谷本弘樹 2002 児童生徒の心理的スト
小野寺芳樹 1996 企業の評価制度から見た教員評 レスに関する研究動向一学校ストレスと家庭スト














大阪教育文化センター 1996 教師の多忙化とバー 田中正博 2003 自治体の危機管理 時事通信社
ンアウト 京都法政出版. 田尾雅夫 ･久保真人 1996 バーンアウトの理論と
佐古秀一 1997 学校の組織特性と教師 蘭千蕃 ･ 実際 誠信書房. 
&CI..Travers, ,







古城和敬編 教師と教育集団の心理 dnerT heacerCL..Cooper
ldegeR tou
, 1996 su

























































鈴木邦治 ･別惣淳二 ･岡東寿隆 1994学校経営と養












より一 佐藤昭夫 ･朝長正徳編 ストレスの仕組
2003 教師のストレス過程メカニズムに関高木亮 みと積極的対応 藤田企画出版 
-
1
4
-1

